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指
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10
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
、
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
茨
城
県
支
部
筑
西
部
会
（
箱は

こ

守も
り

ま
り
子
部
会
長
＝
関
舘
）

の
主
催
に
よ
る
筑
西
市
誕
生
記
念
応
援
団
事
業
『
花
の
街 

筑
西 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ア
・
イ
ン
・
オ
ー
タ
ム
』
を
開
催
。
会
場

と
な
っ
た
下
館
駅
北
口
の
駅
前
通
り
を
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
寄
せ
植
え
し
た
ハ
ン
グ
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
で
飾
り
ま
し
た
。

　
『
花
の
街 

筑
西 

ガ
ー
デ
ニン
グ
フェア・

イ
ン
・
オ
ー
タ
ム
』
は
、
市
民
が
自
ら

の
手
で
企
画・実
施
す
る
『
筑
西
市
誕

生
記
念
応
援
団
事
業
』
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
街
を
花
で
飾
り
、
大
勢
の
人

に
そ
の
美
し
さ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
ハ
ン
グ
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
協
会
茨
城
県
支
部
筑
西
部
会
の
主

催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
稲
荷
町
自

治
会
や
稲
荷
町
通
り
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
も
実
施
に
協
力
。
ア
ル
テ
リ
オ

前
を
中
心
と
す
る
駅
前
通
り
に
は
、ハ

ン
グ
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
の
会
員
に

よ
る
作
品
と
、
事
前
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

講
習
を
受
け
た
、
稲
荷
町
自
治
会
の

み
な
さ
ん
な
ど
に
よ
る
作
品
が
飾
ら

れ
、訪
れ
た
市
民
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
、
開
催
期
間
中
の
10

月
９
日
と
10
日
に
、
初
心
者
向
け
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
も
開
催
。
市
内

外
か
ら
の
参
加
者
が
、
ハン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
受

講
者
の
ひ
と
り
は
、「
初
め
て
の
体
験

で
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た

挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」。
講

師
を
つ
と
め
た
協
会
茨
城
県
支
部
長

の
稲い

な

葉ば

敏と
し

雄お

さ
ん（
藤ふ

じ

ケが

谷や

）
は
、「
花

や
植
物
を
通
し
て
、
人
の
気
持
ち
を

癒
し
た
い
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
体
験

少
し
で
も
多
く
の
人
に
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」
と
語
って
く
れ
ま
し
た
。　

　

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
は･･･

吊
る
し
た
り
掛
け
た
り
す
る
な
ど
空

間
を
利
用
し
て
、
花
の
寄
せ
植
え
を

し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
飾
る
空
中
花
壇
。
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９ 市政メモ／市の木・花・鳥を募集

市民から愛され親しまれる、筑西市のシンボルとして
ふさわしい『市の木・市の花・市の鳥』を募集します。

募集基準　次のいずれかに該当すること。
　　　　　①筑西市のイメージにふさわしいもの
　　　　　②筑西市の歴史、文化、自然になじみの深いもの
　　　　　③筑西市を象徴するもの
応募資格　筑西市に在住または在勤、在学する人
応募方法　応募用紙または任意の用紙に下記の必要事項を記入し
　　　　　て、郵送または電子メール、ファックス、直接持参のいず
　　　　　れかの方法で応募してください。応募は1人 1点とします。
　　　　　必要事項
　　　　　①推薦する木・花・鳥の名前　②選んだ理由
　　　　　③住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号　　　　
　　　　　④勤務先（学校名）
応募用紙　市役所本庁、各支所、公民館、図書館などに設置して
　　　　　あります。ただし、上記必要事項の記載があれば様式は
　　　　　問いません。　
応募先　　郵送の場合
　　　　　〒308-8616　筑西市下中山 732-1
　　　　　筑西市市長公室秘書課政務調査係
　　　　　電子メールの場合
　　　　　hisho@city.chikusei.lg.jp
　　　　　ファックスの場合
　　　　　０２９６－２４－７３３３
募集期間　１１月16日（水）まで
その他　　制定された市の木・花・鳥に応募した人の中から抽選で、
　　　　　記念品を贈呈します。
■問い合わせ
　　　　　市長公室秘書課政務調査係　TEL２４－２１１１内線３１４

■瑞宝単光章
元茨城県警察警部
青木万

みつよし

吉さん（富士見町・７７歳）
　昭和２５年から昭和６３年
までの３８年間、地域の安
全を守ってこられました。「初
めは千住警察に配属になっ
たが、地元に貢献したいと
茨城県警に異動を希望。身
近に住民と接し、各勤務地

のみなさんの協力により無事に勤務することがで
きました。今回の受章は地域のみなさんのおか
げです」と喜びを語ってくれました。
元筑西広域市町村圏事務組合消防本部下館
消防署長（消防監）　竹内弘さん（西町・77歳）

　昭和 31 年から昭和 61
年までの 30 年間、消防の
職務に精励され、市民の生
命と財産を守るために尽力
されました。鷹場町の大火
( 昭和３１年、83 世帯が全
焼 )では、「鎮火するまで1

人で筒先を持ち続けました。消防署員になった第
１日目の夜勤中に起きた火災で、無我夢中でし
た」と衝撃的な職務の始まりを語ってくれました。

元下妻拘置所主任副看守長
塚原弘治さん（根岸町・70歳）

　昭和 29 年から平成 7年
までの 41 年間、矯正業務
に従事され犯罪者等の更生
に尽力されました。「41 年
間、矯正の仕事を全うでき、
社会に貢献できたことが嬉
しいです』と塚原さん。　

　現在はボランティアで市内の道場で少年に剣
道の指導をするなど青少年の育成に協力。更に
自治協力員を務め地域に貢献されています。

　栄町自治会は平成 17 年度、自治宝くじ助成
事業の援助を受け児童館に空調設備や屋外テン
トなどを整備しました。これは自治総合センター
が地域コミュニティの健全な発展と宝くじの普及
広報のために、宝くじの受託事業収入を財源に
助成しているものです。

宝くじ収益を地域コミュニティに

危険業務従事者叙勲   3 人に栄誉


